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人口のうごき
	 総人口 １１，０８７人（16）
男 	５，４８５人（14）
女 ５，６０２人（2）
世帯数 ４，８１４戸

（各区別人口）平成20年8月末日現在
金武		４，８１８人	(９)	 転入	 ４２人
並里		２，６８６人	(-1)	 転出	 ３２人
中川		 ９２７人	(3)	 出生	 １３人
伊芸		 ９３２人	(-2)	 死亡	 ７人
屋嘉		１，７２４人	(7)	 結婚	 ４件
	 	 	 	 離婚	 １件

（　）内は増減を表す

▲宜野座マサさん（写真中央）と仲里副知事（右隣）、儀武町長（左隣）、家族、親せきの皆さん
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▲米寿を迎えたみなさん▲松堂琉舞研究所の子どもたちによる余興

▲�お祝いに駆けつけた（写真左から）仲里副知事、
儀武町長、県職員

▲たくさんの親せきに囲まれ笑顔の宜野座さん

平成２０年度屋嘉区
合同米寿祝賀会

第１６回光が丘
地域まつり

　9 月 7 日、屋嘉区体育館で平成 20 年度
屋嘉区合同米寿祝賀会が行われました。今年
屋嘉区で米寿を迎える方は、前田澄子さん、
前田文子さん、伊藤ミネさん、前田元松さん
の四人です。
　会場には、親族や関係者、区民が多数集ま
り、4 人の長寿を祝いました。大城屋嘉区長
や儀武町長からは、祝い金や記念品が贈呈さ
れました。
　式典終了後には祝賀会が開かれ、親族や婦
人会による余興や、小さな子ども達のかわい
い踊りなども行われ、おじいちゃんやおばぁ
ちゃんは笑顔で手拍子を打っていました。

　

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
に
、
今
年
百
歳
を
迎
え
る
宜

野
座
マ
サ
さ
ん
（
金
武
区
）
の
お
宅
を
仲
里
副
知
事
と
儀

武
町
長
が
慶
祝
訪
問
し
ま
し
た
。

　

仲
里
副
知
事
か
ら
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、
県
知
事
か
ら

の
祝
状
お
よ
び
記
念
品
の
銀
杯
が
、
儀
武
町
長
か
ら
は
祝

い
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
に
は
た
く
さ
ん
の
家
族
や
親
戚
が
集
ま
り
長
寿
を
祝

い
、
宜
野
座
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
町
内
に
は
、
平
成
二
十
年
度
に
百
歳
を
迎
え
る

方
が
４
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　9 月 13 日、特別養護老人ホーム「光が丘」
広場で、第 16 回光が丘地域まつりが行われ
ました。同まつりは、施設のお年寄りとのふ
れあいと地域住民との交流を目的に実施され
ています。
　デイサービス利用者やかわいい子ども達の
余興も行われる等、盛りだくさんのプログラ
ムの中、参加者はまつりを楽しむと同時に交
流を深めていました。

祝
・
新
百
歳
慶
祝
訪
問

ち
ゅ
う
の
ふ
く
ら
さ
や

百
歳
の
祝
い
、
祝
い
酒
か
み
て
ぃ

百
は
た
ち
御
願
さ
び
ら
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▲畜産農家の皆さん

宜野座　愛子（副会長） 仲田　重雄（会長）

目取真　興　喜

金　城　　　忠

島　本　弘　保

山　里　和　信

松　堂　英　眞仲　間　堅一郎

嘉数　昇山川　宗男安次富　正徳 上江洲　徳幸小橋川　孝

成雌１類 成雌２類
優 西原　　巌 宜野座　誠
1 山田　政徳 山田　政徳
2 宜野座　誠 西原　　巌

育成おす 育成めす 若雌１類 若雌２類 成雌１類 成雌２類
優 仲間　直人 上間　清 仲間　直人 渡慶次　賀盛 仲間　直人 上間　清
1 伊芸　武信 伊芸　武信 宜野座　健清 仲間　直人 伊芸　武信 目取真　興雄
2 宜野座　学 仲間　直人 伊芸　武信 目取真　興雄 渡慶次　賀盛 仲間　直人

金武町長賞 渡慶次 賀盛
畜産会長賞 仲間直人

国頭郡共済組合長賞 上間　清
沖縄県農業協同組合
代表理事理事長賞

西原　巌

第
十
三
期
金
武
町
農
業
委
員
決
ま
る

第
三
十
回
金
武
町
畜
産
共
進
会

　

九
月
七
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
金
武
町
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
十
二
名
の
委
員
（
選
挙
委

員
八
名
、
推
薦
委
員
四
名
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
九

月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

八
月
二
十
六
日
、
町
営
体
育
館
下
駐
車
場
で
、
第
三
十

回
金
武
町
畜
産
共
進
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
畜
産
共
進
会

に
は
十
三
名
の
畜
産
農
家
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
、
肉
用

牛
、
乳
用
牛
合
わ
せ
て
約
四
十
頭
の
牛
が
出
品
さ
れ
、
沖

縄
県
北
部
家
畜
保
健
衛
生
所
の
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
特
設
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
の
保
育
園
児
ら
が
ひ

よ
こ
や
ヤ
ギ
、
子
豚
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
畜
産
共
進
会
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○乳用牛の部

○肉用牛の部

○特別賞

選
挙
委
員

推
薦
委
員

金武町土地改良区推薦沖縄県農業協同組合推薦国頭郡農業共済組合推薦金武町議会推薦金武町議会推薦



町長と町民を
結ぶコーナーゆいまぁるゆいまぁる

町民からのご意見
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　町職員の方々、毎日お仕事お疲れさまです。ネイチャーみらい館を見学しに行きました。この施
設が町民や町外から観光に来る方たちの憩いの場になるとすごく良いですね。自然を大事にしなが
ら、人々の癒しの場ができるというのは良いことだなと感じました。
　今回投稿したのは、億首川と海との境辺ですが、干潮のときは良いのですが、満潮になる時間帯に、
子ども達だけで水辺にいる場合がありました。潮がどんどん満ちてきて、真ん中の砂の陸で水中（海
中）を見るのに夢中になっていました。その時は、こちらが声をかける前に子ども達自身が潮の満
ちてきたのに気がついて、あわてて陸のほうに渡りましたので安心しましたが、深さとしては子ど
も達の腰辺りまで満ちている場所もありました。満潮時は見回りなども必要なのかなと感じました。
たまたまそういう状況を見かけましたので、何かの役に立てればなと思い投稿しました。
　ネイチャーみらい館を多くの人に知ってもらって、多くの人に金武町の良さを知ってもらえると
良いですね。スタッフの方々、これからも頑張ってください。

【回答】ネイチャーみらい館にお越しいただきありがとうございます。本施設は、指定管理者であ
るＮＰＯ法人雄飛ツーリズムネットワークにおいて、利用者が安心して体験学習できるように定期
的に見回り等を行っております。今後もより一層安全面に配慮しながら、自然体験プログラムの充
実に向けて町と指定管理者が連携し、利用者に満足していただけるよう取り組んでいきたいと思い
ます。

ご意見③ネイチャーみらい館

これからも町民の皆様からのご意見をお待ちしております

　隣の宜野座村では、合併に対し
ての住民説明会や勉強会が盛んに
行われています。地方分権が推し
進められている中で、合併論議は
必要になってくるとは思いますが、
安易に進めないでいただきたい。

【回答】市町村合併については、
町の行財政の見通しや、町民、議
会等の意向をふまえ、また、隣村
の動向を見ながら慎重に検討した
いと考えております。

ご意見②
市町村合併についてご意見①金武中前

　金武保育園から金武中向けに車を走らせていたら、道路工
事入口付近でどこに（左・右）走行したらいいかわからなかっ
たです。もう少しでぶつかりそうでした。矢印等の設置をお
願いします。

【回答】このたびは大変ご迷惑をおかけしました。誘導看板
の設置については早急に対応いたしました。町内では町道
１１１号線の工事のほか、農業
集落排水事業等の工事も行っ
ておりますので、安全な通行
ができるよう細心の注意を払
い、また工事関係者への指導
も行ってまいりたいと思いま
す。



ギ ン バ ル 訓 練 場 跡 地 利 用 計 画  ①
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〈地域医療施設〉
　地域医療施設では、最新の医療機器等を備えて定期的に住民健診、特定検診等を実施して、
町民の健康状態を生活習慣の面から見直し、生活指導や生活習慣病の治療によって健康維持・
促進を図ります。さらに、沖縄県そして本町においても死亡率の高いがんの早期発見・治療を促
進するためのがん検診と放射線治療を実施し、身近な場所で気軽に定期的に検診・診療を受けな
がら安心生活と長寿の実現に寄与する地域に根ざした医療施設を目指します。

〈跡地利用の推進〉
　町では、現在ギンバル訓練場跡地利用計画を鋭意推進しており、当計画概要につきましては、
各区、諸団体等、住民の皆様への説明会の開催及び広報等において、随時お知らせしてきたと
ころであります。

　平成 20 年 10 月 2 日の新聞報道における「がん療法センター断念」との記
事の掲載については、当初計画していました「がん免疫療法施設」のことであり、
当該施設の医療行為が厚生労働省の医療保険が適用されない等、国の補助事業
による諸条件に合致せず施設整備を断念したところであります。「地域医療施設」
につきましては、最新の医療機器を備えた施設として計画を進めていきます。

　誤解を招く記事により、ギンバルの跡地利用に期
待していただいている町民の皆様からは、多数のお
問い合わせ等が寄せられたところであります。メディ
アにより、このような誤解を招く記事が掲載されま
したことは、町当局の説明不足と痛感致しておりま
す。ご心配と多大な御迷惑をおかけしましたことに
つきまして、深くお詫び申し上げます。
　ここで、改めて現在、計画推進している「地域
医療施設」、「リハビリ関係施設」の概要を下記に
記載します。

〈リハビリ関係施設〉
　子供から高齢者まで、障がいを持った方、ケガでリハビリが
必要な方、ますます健康になりたい一般の方等が利用できる総
合的なリハビリ施設です。
　リハビリ専門病院で行われているリハビリ治療はもちろん、ギ
ンバルの自然を利用したプログラム等、楽しみながら心と体の
リハビリを受けることができる県内でも類をみないリゾートリハ
ビリを目指します。さらに、「地域医療施設」との連携により高
度な精密検査データのもとに健康増進プログラムを行い、地域
の方々の心身の健康回復・維持促進を図る総合的な健康管理施
設の役割を担います。

▲地域医療施設イメージ図

▲放射線治療機器イメージ
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▲�かぎやで風でまつりに華を添えた
　海外移住者子弟等研修生の卒業生たち。

▲�日本人移民が最初に上陸したサントス港近くの海岸に建つ記念碑の前で。

▲まつりを様々な余興で盛り上げた

▲パレードの様子

　
平
成
二
十
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
に
か
け
て
、
沖
縄
県
人
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
移
住
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
が
両
国
で
華
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
金
武
町
か
ら
も
約
四
十
名
の
方
が
参

加
し
、
式
典
、
パ
レ
ー
ド
・
祝
賀
会
等
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
ま
た
、「
海
外
移
民
の
父
」
當
山
久

三
翁
を
輩
出
し
た
金
武
町
か
ら
は
「
い
ざ
行
か
ん 

我
ら
の
家
は 
五
大
州
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
記

念
石
碑
を
両
国
県
人
会
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル

　

八
月
二
十
二
日
、
在
伯
沖
縄

県
人
会
主
催
の
歓
迎
夕
食
会
が

開
か
れ
、
現
地
の
皆
さ
ん
か
ら

温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

翌
二
十
三
日
に
は
沖
縄
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
、パ
レ
ー

ド
で
は
金
武
町
の
横
断
幕
や
の

ぼ
り
を
手
に
行
進
し
、
パ
レ
ー

ド
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に「
移

民
発
祥
の
地
金
武
町
」を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
そ
の
後
場
所
を

移
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
、
在

伯
金
武
町
人
会
主
催
の
祝
賀
会
・

金
武
町
ま
つ
り
で
は
、
町
人

会
青
年
部
が
中
心
と
な
り
、
か

ぎ
や
で
風
を
皮
切
り
に
、
エ
イ

サ
ー
、
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
等
の
多

く
の
演
目
で
会
場
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

二
十
四
日
に
は
、
沖
縄
県
人

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
一
〇
〇
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、

式
典
の
中
で
、
儀
武
町
長
か
ら

県
人
会
へ
記
念
石
碑
の
目
録
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
五
日
に
は
町

人
会
役
員
や
過
去
の
研
修
生
、

二
十
六
日
に
は
町
人
会
青
年
部

と
の
交
流
会
が
開
か
れ
、
意
見

交
換
や
思
い
出
話
し
に
花
を
咲

か
せ
る
等
、
多
く
の
町
人
会
の

方
々
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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▲除幕式終了後に記念石碑の前で

▲�祝賀会が盛大に開催され、与那城利
雄町人会会長より記念品が贈られた。

▲日本の反対側でも、やっぱり最後はカチャーシー。

▲横断幕やのぼりを手に指笛・カチャーシーでパレードを盛り上げた。

▲両国に贈呈された記念石碑

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

　

場
所
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
移

し
、
八
月
二
十
九
日
に
は
在
亜

沖
縄
県
人
会
主
催
の
ウ
ェ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
ブ

ラ
ジ
ル
同
様
に
現
地
の
皆
さ
ん

か
ら
温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。
終
了
後
に
は
場
所
を
移
し

て
在
亜
金
武
町
人
会
主
催
の
祝

賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祝
賀

会
は
町
人
会
の
皆
さ
ん
や
関
係

者
等
、
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加

し
、
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
三
十
日
に
は
県
人
会
が
所

有
す
る
「
う
る
ま
園
」
で
、
記

念
石
碑
の
除
幕
式
と
記
念
植
樹

が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
関
係

者
が
見
守
る
中
で
、
金
武
町
よ

り
贈
呈
さ
れ
た
記
念
石
碑
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
「
五

月
通
り
」
で
祝
賀
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
沿
道
で
両
国
旗
が
振

ら
れ
る
中
、
指
笛
や
カ
チ
ャ
ー

シ
ー
で
パ
レ
ー
ド
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

三
十
一
日
に
は
、
沖
縄
県
人

会
館
で
、
沖
縄
県
人
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
移
住
一
〇
〇
周
年
記
念
式

典
が
た
く
さ
ん
の
関
係
者
ら
の

出
席
の
元
、
盛
大
に
催
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
後
の
祝
賀
会
で
は
、

様
々
な
余
興
が
披
露
さ
れ
る
等
、

一
〇
〇
周
年
に
花
を
添
え
て
い

ま
し
た
。
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▲盛り上がった子ども角力大会

▲マングローブを清掃活動

▲優勝のジュニアスターズと父母のみなさん

▲屋嘉節大賞を受賞した宇久田昭さん

▲泥だらけになって楽しみました！

第
八
回
や
か
祭
り
「
屋
節
大
会
」

億
首
川
河
口
付
近
で
清
掃
活
動

平
成
二
十
年
度

金
武
町
親
子
野
球
大
会

　

九
月
十
四
日
、
屋
嘉
区
公
民
館
で
、
第
八
回
や
か
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
子
ど
も
達
に
よ
る
角
力
大
会
が
行
わ
れ
、

横
綱
や
大
関
に
分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
観
衆
か
ら

大
き
な
声
援
や
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
様
々

な
余
興
も
行
わ
れ
、
来
場
し
た
区
民
は
ま
つ
り
を
楽
し
ん

で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
商
工
会
主
催
に
よ
る
屋
嘉
節
大
会
も
合

同
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
九
人
の
方
が
参
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
屋
嘉
節
を
披
露
し
ま
し
た
。
審
査
の
合
い
間
に
、

儀
武
町
長
、
屋
嘉
区
の
大
城
区
長
が
飛
び
入
り
で
屋
嘉
節

を
披
露
す
る
な
ど
、会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

大
賞
に
は
金
武
区
の
宇
久
田
昭
さ
ん
が
輝
き
ま
し
た
。

　

九
月
六
日
、
七
日
の
二

日
間
の
日
程
で
、
平
成

二
十
年
度
金
武
町
親
子
野

球
大
会
（
主
催
：
金
武
町

子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会
）

が
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ー
ズ
Ａ

対
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ー
ズ
Ｂ

の
同
チ
ー
ム
対
決
と
な
っ

た
決
勝
戦
で
は
、
Ａ
チ
ー

ム
が
八
対
一
と
貫
禄
を
見

せ
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

九
月
一
四
日
、
億
首
川
河
口
付
近
で
第
一
回
福
花
原
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
（
主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雄
飛
ツ
ー

リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
、
地
域
の
大
切
な
資
源
の
保

全
と
再
発
見
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
川
区
青
年
会
、

金
武
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ー
ズ
の
児
童
達
も
協
力
し
て
行
っ
た

清
掃
活
動
で
は
、
川
沿
い
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
中
を
散
策

し
、
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
ゴ
ミ
拾
い
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

清
掃
終
了
後
に
は
児
童
達
に
無
料
の
カ
ヌ
ー
体
験
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
児
童
達
は
速
さ
を
競
っ
て
み
た
り
、
ゆ
っ

く
り
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
漕
い
だ
り
と
、
カ
ヌ
ー
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
田
ん
ぼ
に
場
所
を
移
し
、
田
ん

ぼ
遊
び
も
行
わ
れ
、
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
た
り
し
て
、
金
武
町
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
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▲ステッカー贈呈のようす ▲駆除された大きなスズメバチの巣

　

八
月
下
旬
か
ら
宜
野
座
村

で
数
件
の
成
人
麻
し
ん
（
は

し
か
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

麻
し
ん
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
他
の
感
染
症
よ
り
も
非

常
に
強
い
感
染
力
を
持
っ
て

お
り
、
重
篤
な
場
合
は
死
に

至
る
怖
い
病
気
で
す
。

　

金
武
町
で
は
九
月
五
日
か

ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
、
麻

し
ん
感
染
拡
大
予
防
の
た

め
、
全
国
で
初
め
て
、
一
歳

か
ら
二
十
九
歳
以
下
の
方
を

対
象
に
公
費
（
無
料
）
で
の

予
防
接
種
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
定
期
で
の
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方

に
つ
い
て
も
、
今
回
無
料
で

接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
早
め
の

接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
定
期
接
種
対
象
者
に
は
通

知
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
紛

失
や
発
熱
等
で
未
接
種
の
方

に
つ
い
て
は
、
再
発
行
も
可

能
で
す
。
詳
細
は
下
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
定
期
外
の
予
防
接
種
対
象

者
に
つ
い
て
は
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
予
診
票
の
受
取

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

九
月
九
日
、
喜
瀬
武
原
の
民
家
で

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
発
見
さ
れ
、
通

報
を
受
け
た
職
員
が
駆
除
を
行
い
ま

し
た
。

巣
の
大
き
さ
は
約
六
十
ｃ
ｍ
。
同
敷

地
内
か
ら
三
個
の
巣
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　

駆
除
を
行
っ
た
職
員
は
「
今
年
に

入
っ
て
十
八
件
目
。
ス
ズ
メ
バ
チ
は

木
の
根
っ
こ
や
枝
の
間
な
ど
に
巣
を

作
る
。
今
は
多
い
時
期
な
の
で
注
意

が
必
要
」
と
述
べ
、
注
意
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、金
武
町
建
設
業
者
会（
仲

村
弘
喜
会
長
）
に
、
不
法
投
棄
防
止

啓
発
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
ス
テ
ッ
カ
ー
が

町
役
場
住
民
生
活
課
の
比
嘉
課
長
よ

り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
（
七
十
八
枚
）

は
、
町
民
の
環
境
に
対
す
る
意
識
を

よ
り
高
め
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発

活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
各
区

事
務
所
や
建
設
業
者
会
等
に
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、町
役
場
住
民
生
活
課
で
は
、

不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び

廃
棄
物
の
処
理
、
投
棄
場
所
へ
の
啓

発
看
板
の
設
置
等
の
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

≪緊急 !! ≫ 麻しん（はしか）に気をつけてください！！

スズメバチに注意！不法投棄は犯罪です！

※
接
種
期
限
は
平
成
二
十
年
十
一

月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
接
種
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

お問い合わせ先
金武町総合保健福祉センター
ＮＴＴ　９６８－５９３２
有線電話　　８－５９３２
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「ねんきん特別便」年金記録の確認にご協力ください。

ご質問・お問い合わせは
○「ねんきん特別便専用ダイヤル」

月〜金曜日：午前 9 時〜午後 8 時
第２土曜日：午前 9 時〜午後 5 時

※�上記以外の受付日時については、社会保険庁 HP
（http://www.sia.go.jp/）でご案内しております。

℡ 0570-058-555

※ �IP電話・PHSからは℡03-6700-1144にお電話ください。
※一般の年金相談は、「ねんきんダイヤル」

℡ 0570-05-1165 まで。

○お近くの社会保険事務所・年金相談センター

※都道府県社会保険労務士会でも無料相談を行っています。
※詳しくは、HP（http://www.sia.go.jp/）まで。

　年金受給者の皆様へ
○緑色の封筒でお届けしています。
　本年 4 月から 5 月までの間に、すべての年金受給者の方へ「ねんきん特別便」
をお届けしています。

○年金記録のご確認をお願いいたします。
・�年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分にご確認をお願いします。
・�「もれ」や「間違い」がある場合も、ない場合も、必ずご回答くださいますようお願いします。
※�年金記録が変われば、正しい年金額をお受け取りいただけることとなり、年

金額が増える可能性が高いので十分にご確認ください。
※ �3 月までに青色の封筒で「ねんきん特別便」が届いた方は、年金記録にもれ

がある可能性が高い方です。
・�まだ回答をいただいていない方がいらっしゃいますので、ご注意願います。
・�まず、「ねんきん特別便専用ダイヤル」にお電話ください。
・�結びつく可能性のある記録についての具体的な情報を提供します。

○�平成8年以前に旧姓で年金に加入していた方はご注意願います。
　結婚等により氏名を変更されている方の記録が、いわゆる持ち主不明
であった「5000 万件」の記録の中に多数存在することが見込まれて
います。これらの年金記録は、皆様にお申出いただくことにより、速や
かに記録に結びつけることができますので、ご協力をお願いします。

※「ねんきん特別便」の回答は、代理人の方が行うこともできます。
※�年金の来訪相談も、本人の委任状があれば家族や友人の方でもできます。
※�ご家族の方などに「ねんきん特別便」が届いたら、過去の職歴についてご一

緒に記憶をたどってみるなど、多くの方からご回答をいただけるよう、ご協
力をお願いします。

（ご家族でも、お一人お一人に届く時期は異なります。）

社会保険庁からのお知らせ

4 月から 5 月の緑色の封筒 3 月までの青色の封筒

【年金支給額が増えた例（A 男さん 75 歳の場合）】
13ヶ月分のお勧め期間の記録もれが見つかり、これからの年金受給額
が年額で約5万円増え、過去に受給できた年金として約53万円をまと
めて受け取れました。

金武町議会議員選挙のお知らせ

【 投 票 日 ・ 開 票 日 】

　平成 20年11月30日（日）

【 選 挙 の 告 示 】

　平成 20年11月25日（火）

【 住 所 の 要 件 】
　平成 20 年 8 月 24 日（日）までに

金武町に住民登録してある者で投票日当日
現在居住している者

【 年 齢 の 要 件 】
　昭和 63 年 12 月 1 日までに生まれた者

【 名 簿 の 縦 覧 日 お よ び 場 所 】
　平成 20 年 11 月 25 日（火）

午前 8 時 30 分から午後 5 時 30 分まで
　金武町選挙管理委員会室（役場 3 階）

【期日前投票の期間および場所】
　平成 20 年 11 月 26 日（水）から

11 月 29 日（土）まで
金武町選挙管理委員会室（役場 3 階）

任期満了に伴う金武町議会議員選挙の日程が、次のとおり
決まりましたのでお知らせします。

金武町選挙管理委員会　ＮＴＴ　９６８－２１１１
　　　　　　　　　　　有　線　　　８－２１１１

お問い合わせ
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一定規模以上の土地取引には届出が必要です。
一定規模以上の土地を取得した場合、契約を結んだ日を含めて 2

週間以内に、その土地の所在する市町村に届出が必要です。
〔届出が必要な土地の面積〕

市街化区域（那覇市など）・・・・・・・・・・・2,000㎡以上
市街化区域以外の都市計画区域（名護市など）・・5,000㎡以上
都市計画区域外（※金武町、宜野座村など）・・・10,000㎡以上

※区域の詳細は
沖縄県都市計画・モノレール課 HP

http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/cateview.jsp?cateid=213

お問合わせ　沖縄県土地対策課　℡（098）866-2040
　　　　　　　金武町役場企画課　℡（098）968-6262

職業訓練生（12 月入所生）募集のお知らせ
求職者のみなさまを対象として早期就職の促進を

図るための職業訓練生を募集します。
☆コ ー ス 名　情報ビジネス科（委託訓練）
☆訓 練 内 容　ビジネスに必要な財務・経理の知識・技能を修得、併せて
　　　　　　IT（情報技術）の基礎技術を習得します。
☆訓 練 期 間　12月1日（月）〜2月27日（金）
☆定                 員　20名
☆願書配布期間　10月9日（木）〜10月28日（火）
☆適性検査実施日　11月13日（木）
☆対 象 者　雇用保険受給資格者及び一般求職者
☆取得可能資格　簿記検定、ワープロ検定、表計算検定、電卓検定
☆お申し込み先　ハローワーク沖縄　TEL939-3200
☆お問い合わせ先　独立行政法人　雇用・能力開発機構　　　
　　　　　　　　　沖縄北部雇用能力開発総合センター
　　　　　　　　　（名護市豊原224ー 3）　℡ 0980-55-2605

　　　　　　「語ろう！金武琉球紅茶」
～育てよう！金武町発ＪＡＰＡＮブランド～

日時：平成２０年１０月３０日（木）

午後１：３０～４：００

場所：金武町立中央公民館大ホール

主催：金武町商工会（９６８－２４９１）

１人でも雇ったら、必ず入るもの。それは「労働保険」です！
10月は「労働保険適用促進月間」です。

・・・未手続の事業主は早めに加入手続きを・・・
厚生労働省・沖縄労働局・労働基準監署・公共職業安定所

　労働保険は労災保険と雇用保険の総称で、労働者を一人でも雇用す
る事業主はすべて加入しなければならない政府管掌の保険です。

◆労災保険とは、業務災害や通勤災害を被った労働者やその家族
のために必要な保険給付を行い、また、社会復帰の促進、援護等
を行う制度です。

◆雇用保険とは、労働者が失業した場合に必要な給付を行い、生
活の安定を図るとともに、求職活動を容易にする等その就職を促
進し、あわせて労働者の職業の安定を図るため、雇用安定事業、
能力開発事業、雇用福祉事業を行う制度です。

　労働者の雇用の安定と、職場の安全は企業経営の要です。企業
の繁栄と労働者福祉の向上のためにも、労働保険制度に対するご
理解とご協力をお願い申し上げます。労働保険への加入手続がま
だお済みでない事業主の方は、お早めに手続き下さい。なお、中
小事業主の加入手続等の事務処理の便宜を図るため、労働保険事
務組合への事務委託制度があります。

《未手続事業に対する費用微収制度について》
　事業主が故意又は重大な過失により労災保険の保険関係成立届
を提出していない期間中に、労働災害が生じ労災保険給付を行っ
た場合、遡及して労働保険料を微収するほか労災保険給付に要し
た費用の一部を徴収することとなっています。
　なお、沖縄労働局においては、再三の加入指導にも応じない場
合は、職権による加入手続きを進めることとしています。

詳しくは
沖縄労働局労働保険徴収室（TEL 098-868-4038）

または、最寄りの労働基準督署か公共職業安定所へお問い
合わせ下さい。

米軍基地での勤務を希望される方へ
駐留軍等労働者の事前募集 受付中

（今年度まだ応募されていない方に限ります。）
応募は24時間受付可能なインターネットが便利！
　ＨＰｱﾄﾞﾚｽ：http://www.lmo.go.jp で検索可能

窓口は毎月上旬の５日間受付しています
＜応募資格＞
・�沖縄県在住の満１８才以上の方
・�平成 20 年度 ( ５月以降 ) に

まだ応募していない方

＜応募方法＞
・インターネットか、下記の３
つの窓口のいずれか１回だけ
でＯＫです。
・窓口応募の場合は、指定の申
込用紙での応　募が必要です。
・応募用紙は下記受付窓口に
て配布しています。

＜受付期間＞
・�インターネットは毎日２４

時間受付中！
・�窓口は土・日、祝日を除き、

次の日程で受付します。
H20　�10/ 1（水）～ 10/ 7

（火）、11/ 4（火）～
11/10（月）、12/ 1（月）
～ 12/ 5（金）

H21　1/ 5（月）～ 1/ 9（金）

・受付時間は 9:00 ～ 16:30
※２月以降も毎月上旬５日間受付

受付窓口・お問い合わせ先
独立行政法人 駐留軍等労働者労務管理機構

● 那覇支部管理課：
 浦添市字城間 1985-1

（オリオン会館 2 Ｆ）
℡ 098-879-1023

● 沖縄分室： 
沖縄市中央 2-28-1

（コリンザ 3 Ｆ）

● コザ支部管理課： 
沖縄市久保田 3-5-10

（プラザハウス裏）
℡ 098-932-1091

平成２０年度
ＪＡＰＡＮブランド育成
支援事業シンポジウム

ネットで便利 e-Tax
入札参加資格のための「納税証明書」取得には e-Tax をご利用ください
納税証明書の取得には「国税電子申告・納税システム e-Tax」を利用すると

大変便利でお得です
　メリット

①自宅やオフィスのパソコンでラクラク取得
②有効期限内であれば、何度でもダウンロード可能
③手数料が 370 円（通常は 400 円）と安価

※�ｅ - Ｔａｘでは、納税証明書の電子申請・書面発行サービスを開始してい
ます。

※�「国税電子申告・納税システムｅ - Ｔａｘ」の利用には、開始届出が必要
です。利用までの手続きは名護税務署（℡ 0980-52-2920）へお問い
合わせいただくか、ｅ - Ｔａｘのホームページ (http://www.e-tax.nta.
go.jp) をご覧ください。
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ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で

移
民
百
周
年
の
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。先
人
達
が
海
を
渡
り
、

日
本
の
裏
側
へ
移
民
し
て
百
年
の

月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
世

紀
と
い
う
長
い
年
月
の
間
に
は
、

私
達
に
は
想
像
を
絶
す
る
程
の
辛

く
厳
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
言
語
も
文
化
も
異
な
る

異
国
の
地
で
、
現
在
の
地
位
を
確

立
さ
せ
た
先
人
達
に
心
よ
り
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
金
武
町
に
は
毎
年
、
海

外
か
ら
の
研
修
生
が
来
町
し
て
い

ま
す
。
祖
父
母
ら
の
故
郷
の
伝
統

や
文
化
を
学
び
、
人
々
と
触
れ
合

う
こ
と
で
、
自
分
の
ル
ー
ツ
を

知
っ
た
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

確
立
し
た
り
と
、
と
て
も
有
意
義

な
研
修
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
研
修
生
達
は
帰
国
後
も
、
再

度
日
本
語
を
学
び
直
し
た
り
、
舞

踊
を
習
い
始
め
た
り
と
頑
張
っ
て

い
る
と
い
う
話
し
を
耳
に
し
ま

す
。
ま
さ
に
沖
縄
と
各
国
を
結
ぶ

架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
達

も
研
修
生
と
の
交
流
を
深
め
、
新

た
な
繋
が
り
を
作
る
こ
と
で
、
海

外
雄
飛
の
里
の
一
人
と
し
て
架
け

橋
の
片
側
を
担
え
る
よ
う
に
な
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
の
橋
は
、

強
く
美
し
く
、
ま
る
で
虹
の
よ
う

だ
！
と
言
わ
れ
る
と
い
い
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。

▲みんなで楽しくキャロットアイランド

▲迫力ある獅子舞

伊芸区

▲棒スケーのようす

▲会場を盛り上げた親子獅子舞

並里区

　

九
月
十
四
日
、
金
武
区
、

並
里
区
、
伊
芸
区
で
観
月

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

金
武
公
会
堂
前
広
場
で

行
わ
れ
た
金
武
区
観
月
祭

で
は
、
婦
人
会
や
老
人
会

の
舞
踊
や
、
青
年
会
に
よ

る「
上
り
口
説
」や「
棒
術
」

等
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
会
女
子
に
よ
る
「
松

竹
梅
鶴
亀
」
の
艶
や
か
な

演
舞
で
は
、
観
客
か
ら
は

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

並
里
区
大
松
下
で
行
わ

れ
た
並
里
区
の
村
あ
す
び

で
は
、
伝
統
芸
能
保
存
会

に
よ
る
「
長
者
の
大
主
」

や
「
高
平
良
万
才
」「
棒

ス
ケ
ー
」
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
獅
子
舞
」
の
演

舞
で
は
親
子
獅
子
が
披
露

さ
れ
、
舞
台
を
降
り
て
会

場
を
練
り
歩
き
、
観
客
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

伊
芸
区
公
民
館
で
行
わ

れ
た
伊
芸
区
観
月
祭
で

は
、勇
壮
な「
獅
子
舞
」や
、

女
性
に
混
じ
っ
て
男
性
も

参
加
し
た
「
キ
ャ
ロ
ッ
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
」
等
の
演
目

が
披
露
さ
れ
、
集
ま
っ
た

区
民
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

十五夜・

観月祭

▲青年会による「上り口説」

▲婦人会による「寿の酒」

金武区


